
 

 

2020（令和 2）年 8月 28 日 

関 係 各 位 

四国地区大学野球連盟 

会 長  妹尾 克敏 

[公印省略]    

令和 2年度秋季リーグ戦について（お知らせ） 

 

当連盟では、現在のところ、I部リーグでは、徳島大学が、II 部リーグは、香川大学、鳴門教育大学、

徳島大学医学部が、新型コロナウイルスの影響により、活動制限がかかっており、大会参加ができない

状況にあります。 

つきましては、8月 27 日に臨時理事会（web 会議）を行い、四国地区大学野球連盟の令和 2年度秋季

リーグ戦について下記のように決定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

【記】 

 

四国地区大学野球連盟の令和 2 年度秋季リーグ戦について、 
I 部リーグは、 9 月 5 日（土）より開幕する。（有観客で行う） 
＜6 大学：四国学院大学、松山大学、高知工科大学、愛媛大学、高知大学、徳島大学＞ 

ただし、徳島大学のカードについては、6 週目以降へ繰り越す。（日程未定） 

 
II 部リーグは、 9 月 5 日（土）の開幕を延期する。（開幕日未定） 
＜4 大学：香川大学、鳴門教育大学、徳島大学医学部、聖カタリナ大学＞ 

香川高等専門学校、新居浜工業高等専門学校、徳島文理大学の 3 大学は、当初から出場辞退して

いたが、開幕延期日程で参加できる場合は、再度協議することとする。 

 
入替戦は、条件付きで行う。 
I 部リーグは、6 大学が参加し、II 部リーグは、3 大学以上が参加して行われた場合は、通常通り行う。 

それ以外の場合は、入替戦を行わない。 

ただし、II 部リーグで、3 大学以上がリーグ参加した場合は、2021 年春に限り自動昇格とする。 

（2021 年春は、I 部 7 大学にて実施する。I 部での最下位校が II 部への自動降格とする。） 

 

日程の詳細は、連盟 HP  http://shikokubaseball.seesaa.net/ へ掲載いたします。 

 

※新型コロナウイルス対策ガイドラインに沿って実施いたします。 

※原則、有観客とするが、主管校や使用施設の都合により、観客動員ができない場合もあるため、 

各週、連盟ＨＰにて観客動員についてお知らせいたします。マスクは必ず着用してください。 

※今後の感染状況や加盟大学の活動状況によっては、上記を変更する場合がございます。 

以上 

 



 

2020 年 8 月 28 日 

 

四国地区大学野球連盟 

新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン 

 

チーム関係者は、リーグ戦を円滑に行うため、新型コロナウイルス感染予防ガイドラインに基づき、

行動してください。また、新型コロナウイルス感染防止対策の基本となるソーシャルディスタンス

（約 2m の間隔）を確保するとともに、密接、密集を避け、マスクを着用することを常に念頭におい

て行動してください。大会運営が円滑に進むよう関係各位のご協力をお願いいたします。 

なお、本ガイドラインの各事項を守られていない場合は、退場していただきます。 

 

＜各大学選手関係者の確認事項＞ 

① 部⾧、監督、コーチ、マネージャーは、本ガイドラインを念頭に置き、部員への指導をする。 

② 選手並びに関係者は、大会前 2 週間の状態についてチェックリスト(別紙)を提出する。 

③ 体調がよくない場合 （例:発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）や、同居家族や身近な知人

に感染が疑われる方がいる場合は、自主的に当該校において自粛させるよう対応する。 

④ 選手並びに関係者は、球場への往復及びグラウンドでのプレー中以外はマスクを着用する。 

熱中症予防のため、水分補給とマスクの着脱を適時行うこと。 

⑤ 試合前後の連盟関係者・審判員・選手・その他球場内訪問者との会話をする際は、マスクを着用

して一定の距離（約 2ｍ程度）をとり、速やかに行う。（オーダー交換時も含む） 

⑥ 試合前後のミーティングは、マスクを着用し、短時間で行うよう心掛ける。 

⑦ 試合前後のホームベース上での挨拶は、声を出さず、お辞儀のみとする。 

⑧ グラウンド内での選手間の会話は、グラブで口を覆い、投手交代等でマウンドに集まる場合、選

手、監督（コーチ含む）との間隔をとり、接触を避けて指示を行う。 

⑨ 出場している選手以外の控え選手及び監督・コーチ等のスタッフ（ベースコーチを除く）は、 原

則マスク着用とする。 

⑩ ベンチは使用後、必ず消毒をして次のチームに引き渡しする。 

⑪ 試合前後の選手の入れ替わりの際は、他大学の選手との接触を避ける。 

⑫ ゴミは、各大学にて責任をもって持ち帰る。 

⑬ 試合終了後は、速やかにベンチを退き、アルコール消毒を行い、準備が整い次第、会場を離れる。 

⑭ アルコール消毒等は、連盟支給分で不足する場合は、各大学にて準備する。 

⑮ 試合中の禁止事項 

・メガホンの使用（持ち込みも不可）。   ・試合中の指示等、大きな声を発する行為。 

・グラウンドに痰や唾を吐く行為。    ・ハイタッチなどの接触行為。 

・音頭をとっての応援。         ・タオルやコップなどの共用。 

・ペットボトルなどの回し飲み。     ・試合終了後のチームによる試合観戦。 

 



 

⑯ 遠征時の対応 

移動時は、外部との接触を押さえるために、ＳＡ，ＰＡの利用は必要最小限とする。 

宿泊時は、一人一室を原則とし、大浴場は、使用しない。 

食事は、バイキング形式は禁止とし、スクール形式で食事をおこない、会話は控える。 

不要不急の外出を控える。 

 

＜審判員の確認事項＞ 

① 試合中、球審はシールドカバーもしくはマスクを着用して飛沫感染予防を行う。 

② 塁審は、マスクの着用はしなくてもよい。 

③ イニング間に、こまめに水分を補給するなどして、熱中症の予防には十分注意する。 

④ ＜各大学選手関係者の確認事項＞⑮記載の「試合中の禁止事項」が守られるように注意する。 

  

＜事務局の確認事項＞ 

① 受付に検温器を常設し、関係者、選手を含めた来場者の検温を行える環境を整える。 

② 報道関係者、その他観戦者が来場した場合は、当日受付で検温する。 

（一般観戦者用の受付は、会場ごとで決め、受付場所を事前にＨＰにてお知らせする） 

③ 受付でマスク着用を確認する。マスクのない場合は、入場させない。 

④ 受付に消毒用アルコール液を設置して入場者は必ず消毒をしてもらう。 

⑤ 本部席、審判室、放送室その他関係室の消毒を毎試合後行う。 

⑥ 使用する部屋は、定期的に窓を開けて換気する。 

⑦ 当日の入場者リスト及び各校提出リストは、1 か月間保管する。 

⑧ 常設の売店は設けない。 

⑨ 本ガイドラインの各事項が順守できているかを定期的に見回り、確認する。 

⑩ 本ガイドラインを順守できていない場合は、都度指摘を行い、指摘後も行動を改めない場合は、

退場させる。 

 

＜観戦者の確認事項＞ 

① 入場に際し、マスク着用、検温にて平温を確認、消毒液で手を消毒する。 

② 熱中症予防のため、水分補給とマスクの着脱を適時行うこと。 

③ スタンドでの禁止事項 

・マスクを外しての会話。      ・家族以外の隣同士での着席。 

・声を出しての応援、肩組み、ハイタッチなどの接触をともなう応援。 

・トランペットなど吹き物（吹奏楽）を使用しての応援。 

・来場者（観客）と各大学部員との接触・会話。（挨拶の際は、一定の距離をとること） 

 



 

※その他、次のガイドラインを準用する。 

①全日本野球協会「新型コロナウイルス感染予防のためのガイドライン」（2020 年 7 月 16 日付一部変更） 

  https://www.baseballjapan.org/jpn/system/prog/bfj_news.php?i=594 

②厚生労働省「新しい生活様式の実践例」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html 

③スポーツ庁「イベント再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」 

https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid1278.html 

 

※出場試合・リーグ戦終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、事務局へ

速やかに濃厚接触者の有無等について報告すること。 

 

※各大学の学生連盟委員は、必要に応じて、「連盟」「事務局」の対応をお願いします。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

試合前日までに体調不良者がいるチームの試合出場判断について 

 

 

体調不良者がいる 

リーグ戦出場可能 

医療機関で診療・検査    陰性者      必要な処置と治療を行う  

 

 陽性者 ⇒       リーグ戦出場不可      濃厚接触者確認 

                           （自宅待機・隔離対応） 

連盟へ報告 

 

 

                    無       リーグ戦出場可能 

 

     有      濃厚接触者確認（自宅待機・隔離対応） 

 

                   リーグ戦出場可能 

                   リーグ戦出場不可 

 

濃厚接触者 

※陽性者と濃厚接触の 

可能性がある者を含む 

 
 

 
 

連盟及び当該チームで協議の上 

リーグ戦出場の可否を判断 

 
 

 
 


